
研究紀要研究紀要研究紀要研究紀要 

塚 本 学 四十四年前のききがきから 

神 谷 素 光 日本デンマークにおける多角形農業の展開 

岡 安 雅 彦 打ち上げ花火の玉皮づくり 

天 野 信 治 
野寺本證寺の孝養太子像について 

～越前和田本覚寺像との類似点をめぐって～ 

紀
要 

創
刊
号 

斎 藤 卓 志 三河油ヶ淵の漁撈習俗 

平成５年 ７８頁 １８０ｇ ８００円 
Ｂ５縦 

完売 

長 沢 詠 子 菅江真澄と三河 

石 田 正 治 
第一回内国勧業博覧会出品・臥雲辰致の

綿紡機復元機の設計 

川 崎 み ど り 御用地遺跡をめぐる問題 

神 谷 素 光 山崎延吉における塾風教育 

石 川 貴 信 翻刻 都築和楽の俳諧 

紀
要 

第
２
号 

斎 藤 卓 志 〔書評〕大舘勝治著『田畑と雑木林の民俗』 

平成６年 ８５頁 
１９０ｇ 

0.5cm 
８００円 Ｂ５縦 

天 野 暢 保 『和名抄』記載の西三河の郷について(上) 

遠 山 佳 治 
『いがまんじゅう』と『いが餅』について 

～三河における三月節供菓子を中心に～ 

岡 安 雅 彦 
西三河における竪穴住居形態の変遷 

～竃導入以降の竪穴住居を中心に～ 

林 昌 弘 東端における酒造関係文書 

岩 野 見 司 『満州帝国大同学院』と安城 

紀
要 

第
３
号 

斎 藤 卓 志 
〔書評〕小川直之著 

『摘田稲作の民俗学的研究』 

平成７年 ７２頁 
１６０ｇ 

0.4cm 
８００円 Ｂ５縦 

天 野 暢 保 『和名抄』記載の西三河の郷について(下) 

長 沢 詠 子 菅原真澄の尾張 

石 川 貴 信 翻刻 都築弥四郎関係文書 

伊 藤 基 之 【研究ノート】西三河出土の墨書土器 

紀
要 
第
４
号 

斎 藤 弘 之 
(資料紹介)桜井古墳群測量調査 

～姫小川古墳・塚越古墳～ 

平成８年 ７６頁 
１６０ｇ 

0.5cm 
８００円 Ｂ５縦 

天 野 暢 保 三州箱柳六條御殿御用材について 

斎 藤 卓 志 線刻人面土器と刺青の霊的な力(１) 

紀
要
第
５
号 岡 安 雅 彦 西三河出土の支脚製品 

平成９年 ５６頁 
１６０ｇ 

0.4cm 
８００円 Ｂ５縦 

天 野 暢 保 
法隆寺金堂壁画原寸大写真図幅の展示に

ついて 

三 島 一 信 

二つの加藤家 

～小川村岩根の庄右衛門家と西境村新次

郎家の本姓免願～ 

石 川 貴 信 資料紹介 安城南部の未成鉄道に関する資料 

紀
要 

第
６
号 

斎 藤 弘 之 顔に線刻表現のある人物埴輪頭部 

平成１０年 ７２頁 
２１０ｇ 

0.5cm 
８００円 Ｂ５縦 



天 野 暢 保 三河万歳をさぐる 

岡 安 雅 彦 西三河出土の竃形土器 

紀
要 

第
７
号 

寺 嶋 昭 洋 
鹿乗川流域遺跡群竹の花地区出土の台形

土器について 

平成１１年 ８３頁 ２３０ｇ ８００円 
Ｂ５縦 

完売 

林 昌 弘 三州碧海郡尾崎村 宗門人別改帳について 

三 島 一 信 
村の頼母子活用 

～福釜村村金仕上覚帳を中心に～ 

平 岩 里 張 調査報告 安城の絵馬 

紀
要 

第
８
号 佐 原 眞 

（構成 斎藤弘之） 

開館１０周年記念特別展 

｢弥生の絵画 倭人の顔～描かれた２０００年前の世界～｣ 

『大むかしの絵 子どもの絵』講演会記録 

平成１２年 ７４頁 
２１０ｇ 

0.4cm 
８００円 Ｂ５縦 

天 野 信 治 野寺本證寺慶円上人像の胎内銘文について 

林 昌 弘 山崎延吉の女子教育～資料紹介を兼ねて～ 

岡 安 雅 彦 内面黒斑形成に関する一考察 

紀
要 

第
９
号 

斎 藤 弘 之 
資料紹介 大正末から昭和初頭の西端・桜井系凧 

～その骨格構造の特徴を観察する～ 

平成１３年 ７４頁 
２１０ｇ 

0.4cm 
６００円 Ｂ５縦 

天 野 信 治 本證寺本 聖徳太子絵伝の画面構成について 

石 川 恒 久 
石川丈山の血縁と人脈 

～丈山の後嗣・石川鹿山～ 

石 川 恒 久 
石川丈山大坂夏の陣覚書 

～その先登と退隠をめぐって～ 

斎 藤 卓 志 
書評『わかさ美浜町誌』第１巻 暮らす 生きる

佐々木長生著『農具が語る稲とくらし』 

森 田 貴 之 
博物館の安全性について考える資料の虫菌

害防除を中心に～ 

斎 藤 弘 之 

研究ノート 安城市亀塚遺跡出土人面文土

器の線刻の観察付安城市域出土主要線刻

土器 

紀
要 

第
10

・
11

号
合
併
号 

斎 藤 弘 之 
七夕｢額｣飾りの世界 

～七夕に立版古を飾る西三河南部地方の習俗～ 

平成１５年 １６５頁 
５３５ｇ 

1.2cm 
１,０００円 Ｂ５縦 

加 藤 善 亮 「七夕之本地」（絵巻）についての一考察 

鷹 巣 純 密蔵院所蔵地蔵十王図をめぐって 

天 野 信 治 加藤忠明画像について 

紀
要 

第
12
号 斎 藤 弘 之 

「戦争のなかに生きる」ということ 

～戦争体験を民俗学的手法で解釈すること

の試み～ 

平成１６年 １０１頁 
３３０ｇ 

0.8cm 
８００円 Ｂ５縦 



 

天 野 信 治 安城町鳥瞰図と安城小唄 紀
要
第
13
号 

斎 藤 弘 之 

「東海文化圏」の存在を考える 

～縄文時代晩期と弥生時代から 

古墳時代における文化圏成立の可能性～ 

平成１７年 １３８頁 
２９５ｇ

0.4cm 
６００円 Ｂ５縦 

天 野 信 治 神光寺薬師如来再興化縁記絵巻について 紀
要
第
14
号 

安 達 覚 
愛知県に現存する 

「青い目の人形」の歩んだ道 

平成１８年 ４８頁 
１６９ｇ 

0.4cm 
６００円 Ｂ５縦 

内 藤 路 子 中根家文書「安城村之図」について 

西 島 庸 介 安城における梨栽培史調査報告 

安 達 覚 
寺子屋から学校へ 

～寺子屋の手本と明治・大正・昭和の教科書～ 

紀
要 

第
15
号 

斎 藤 卓 志 書評 木村直樹「御鍬祭考」 

平成１９年 ７１頁 
２４３ｇ 

0.6cm 
８００円 Ｂ５縦 

鷲 野 正 昭 伊六万蔵考 

斎 藤 卓 志 福釜万歳のこと 

加 藤 安 信 大参義一先生のアフリカ考古学 

五藤久美子 父、大参義一を想う 

天 野 信 治 聖徳太子絵伝に描かれた善光寺如来 

平 岩 里 張 
オコシモノを作る 

～安城における聞き取り調査より～ 

紀
要 

第
16
号 

斎 藤 卓 志 書評 福田アジオ「歴史探索の手法」 

平成２０年 ４５頁 
１３０ｇ 

0.3cm 
９００円 

Ｂ５縦 

完売 

村 岡 幹 生 慶長絵図証文の本證寺「寺内」と「築地之内」 

岡 田 洋 司 
農本主義文学者吉地昌一における 

二宮尊徳と日本精神（１） 

鬼 頭 秀 明 
安城の「文字書き」からくり人形 

－新出の市川家旧蔵座敷からくり－ 

久保田昌希 

下 村 信 博 

平 野 明 夫 

村 岡 幹 生 

徳川家康の源流  

安城松平一族企画展記念シンポジウム 

「安城城攻防の 10 年 

－一五四〇年代の西三河－」 

紀
要 
第
17
号 

西 島 庸 介 三河における前期古墳の研究 

平成２１年 ９４頁 
２５６ｇ 

0.5cm 
８００円 Ｂ５縦 

岡 田 洋 司 農本主義文学者吉地昌 

伴 野 泰 弘
明治十年代末、西三河に設立された木綿商の 

同業組合   ―三有組と三白組―                             

天 野 信 治 安城御影 －西本願寺本と東本願寺本―                                                       

紀
要 

第
１８
号 

西 島 庸 介 伊勢における前期古墳の研究                           

平成２２年 ７０頁 
１９９ｇ 

0.5cm 
８００円 Ｂ５縦 

 

       


